
会計名 予算額

 一 般 会 計

合　　　計

国 民 健 康 保 険

住宅資金貸付事業

下 水 道 事 業

農業集落排水処理事業

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

小　　計

水 道 事 業 会 計

50億4,310万2,000円

82億4,554万9,000円

14億1,626万円

 107万9,000円

 1億1,943万6,000円

 2億6,076万8,000円

 8億4,513万8,000円

 9,926万9,000円

27億4,195万円

 4億6,049万7,000円

前年度比

123.7％

110.9％

102.6％

76.4％

82.4％

74.3％

101.3％

100.4％

97.5％

83.9％

特 

別 

会 

計

平成25年度当初予算額（会計別）
税率等の比較表
　税率等の改定内容は次のとおりです。（太字は改定したもの）

平成 23 年 12 月１日発行 第 95 号平成 25 年６月１日発行 第 101 号

＊美里町議会は、少数精鋭で頑張っています。 8

平成 25年度特別会計予算

質

疑

平
成
二
十
五
年
度

賛
成
多
数
で
可
決

特
別
会
計
予
算

特
別
会
計
予
算

＊議会だよりは、町民の皆様と一緒に町の問題点を考えます。9

平成 25年度特別会計予算

区　　　分 所得割額 資産割額 均等割額 平等割額 賦課限度額

現行税率

（以前）

医　療　分 4.20%
固定資産税
額の 40％ 6,000 円 14,000 円 47 万円

後期高齢者支援金等分 1.80% 無 3,300 円 無 12 万円

介護納付金分 1.20% 無 5,000 円 無 9 万円

合　　　計 7.20%
固定資産税
額の 40％ 14,300 円 14,000 円 68 万円

改定税率

（今年度より）

医　療　分 4.50%
固定資産税
額の 35％ 10,000 円 16,000 円 51 万円

後期高齢者支援金等分 1.80% 無 7,000 円 無 14 万円

介護納付金分 1.20% 無 7,000 円 無 12 万円

合　　　計 7.50%
固定資産税
額の 35％ 24,000 円 16,000 円 77 万円

いきいき体操

住
宅
資
金
貸
付
事
業

特
別
会
計

▽
償
還
金
の
返
済

　

こ
の
会
計
の
償
還
金
の
返
済
は

い
つ
ま
で
続
く
の
か
。

　

住
宅
資
金
の
借
り
入
れ
に
伴
う

償
還
金
の
返
済
は
、
平
成
二
十
九
年

度
で
完
済
と
な
り
ま
す
。
ま
た
個
人

の
方
か
ら
で
き
る
だ
け
多
く
納
め
て

い
た
だ
く
努
力
を
し
ま
す
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

▽
施
設
整
備
費
は
減
少

　

施
設
整
備
費
が
減
少
し
て
い
る

の
は
な
ぜ
な
の
か
。

　

平
成
二
十
五
年
度
は
中
継
ポ
ン

プ
の
整
備
が
な
く
、
管
路
延
長
一
、

〇
八
五
メ
ー
ト
ル
の
整
備
を
予
定
し

て
お
り
、
こ
の
整
備
に
よ
り
、
公
共

下
水
道
認
可
整
備
面
積
九
七
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
対
し
て
一
九
・
六
％
の
整
備

面
積
に
な
る
予
定
で
す
。

農
業
集
落
排
水
処
理
事
業

特
別
会
計

▽
管
路
清
掃
委
託
料

　

管
路
清
掃
委
託
料
が
増
え
て
い

る
が
な
ぜ
か
。
ま
た
管
路
清
掃
の
費

用
は
毎
年
あ
る
の
か
。

　

平
成
二
十
五
年
度
は
駒
衣
処
理

区
一
万
七
、
五
三
四
メ
ー
ト
ル
で
あ

り
、
昨
年
に
比
べ
て
実
施
延
長
が
長

い
た
め
で
す
。
管
路
清
掃
委
託
は
、

処
理
区
ご
と
に
年
次
計
画
に
よ
り
実

施
し
て
い
ま
す
。

▽
合
併
浄
化
槽
の
補
助
金

　

農
業
集
落
排
水
処
理
事
業
の
汚

水
処
理
施
設
整
備
交
付
金
が
な
く
な

る
と
、
合
併
浄
化
槽
の
補
助
金
も
な

く
な
る
の
か
。

　

合
併
浄
化
槽
の
補
助
金
は
継
続

さ
れ
ま
す
。

　

補
助
金
の
内
容
は
、

国
の
汚
水
処
理
施
設

整
備
交
付
金
や
循
環

型
社
会
形
成
推
進
交

付
金
、
及
び
県
補
助

金
の
浄
化
槽
整
備
事

業
費
奨
励
交
付
金
で

あ
り
、
管
路
整
備
や

浄
化
槽
設
置
の
補
助

と
し
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

▽
給
水
収
益

　

給
水
収
益
が
減
っ
て
い
る
の
は

な
ぜ
か
。

　

東
日
本
大
震
災
後
の
工
場
や
各

家
庭
に
お
け
る
節
電
、
あ
る
い
は
節

水
傾
向
に
加
え
、
節
水
家
電
の
普
及

に
よ
り
使
用
水
量
が
減
っ
て
い
る
こ

と
と
、
大
手
企
業
の
使
用
水
量
が
減

少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
で
す
。

▽
水
質
検
査

　

放
射
能
の
検
査
回
数
が
減
っ
て

い
る
が
、
今
後
、
検
査
は
ど
の
よ
う

に
す
る
の
か
。

　

放
射
能
の
検
査
は
毎
月
行
な
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、 

不
検
出
で
し
た

の
で
、
今
後
は
三
ヵ
月
に
一
回
の
検

査
を
行
な
い
ま
す
。

水質検査

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

▽
国
保
税
の
改
正

　

平
成
二
十
五
年
度
か
ら
国
民
健

康
保
険
税
が
値
上
げ
さ
れ
ま
す
が
、

そ
の
内
容
等
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

医
療
分
の
改
正
は
、
所
得
割
を

〇
・
三
％
引
き
上
げ
四
・
五
％
と
し
、

資
産
割
を
五
％
引
き
下
げ
三
五
％
に
、

均
等
割
を
四
、
〇
〇
〇
円
引
き
上
げ

一
万
円
に
、
平
等
割
を
二
、
〇
〇
〇

円
引
き
上
げ
一
万
六
、
〇
〇
〇
円
と

し
、
賦
課
限
度
額
は
四
万
円
引
き
上

げ
五
一
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
等
分
の
改
定

は
、
均
等
割
を
三
、
七
〇
〇
円
引
き
上

げ
七
、
〇
〇
〇
円
と
し
、
賦
課
限
度
額

は
二
万
円
引
き
上
げ
一
四
万
円
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
介
護
納
付
金
分
の

改
定
は
、
均
等
割
を
二
、
〇
〇
〇
円
引

き
上
げ
七
、
〇
〇
〇
円
と
し
、
賦
課
限

度
額
は
三
万
円
引
き
上
げ
一
二
万
円

と
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
四
〇
歳
以
上
の
夫
婦
と
未

成
年
の
子
ど
も
一
人
の
三
人
世
帯
で
、

年
間
所
得
が
二
〇
〇
万
円
、
固
定
資

産
税
額
が
五
万
円
の
場
合
に
は
、
現

行
税
額
一
九
万
二
、
〇
〇
〇
円
に
対
し

て
、
改
定
に
よ
り
、
三
万
一
、
六
〇
〇

円
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

　

軽
減
割
合
は
、
現
行
の
六
割
四
割

軽
減
が
、
七
割
五
割
二
割
軽
減
に
改

定
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

▽
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
委
託

料
の
具
体
的
な
内
容
と
、
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
体
制
は
ど
う
な
る

の
か
。

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
を
社

会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
し
ま
す
。
そ

の
内
容
は
社
会
福
祉
士
と
主
任
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
配
置
す
る
も
の
で
、

主
な
費
用
は
人
件
費
と
事
務
費
で
す
。

　

介
護
認
定
者
数
は
、
何
名
い
る

の
か
。

　

要
支
援
１
か
ら
要
介
護
５
ま
で

の
合
計
は
、
四
九
二
名
に
な
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

▽
保
険
料
の
決
定
と
軽
減

　

埼
玉
県
は
全
国
平
均
よ
り
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
が
高
い
の
で
は

な
い
の
か
。
ま
た
保
険
料
の
軽
減
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

保
険
者
で
あ
る
埼
玉
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
が
、
保
険
料
を

試
算
し
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
均
等
割
額
と
所
得
割

額
の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。
な
お
、

所
得
な
ど
に
よ
り
保
険
料
が
軽
減
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
一
般
被
保
険
者
は
一
割
負

担
で
す
。
ま
た
、
現
役
並
み
所
得
者

に
つ
い
て
は
、
三
割
負
担
と
な
っ
て

い
ま
す
。

※
（
注
）
所
得
が
な
い
被
保
険
者
で

あ
っ
て
も
、
同
一
世
帯
内
に
住
民

税
の
課
税
所
得
金
額
が
一
四
五
万

円
以
上
の
被
保
険
者
が
い
る
場

合
、
こ
の
方
と
同
じ
世
帯
に
属
す

る
被
保
険
者
も
す
べ
て
、
医
療
費

の
自
己
負
担
割
合
は
三
割
負
担
と

な
り
ま
す
。

　

被
保
険
者
数
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

　

平
成
二
十
五
年
度
保
険
料
算
定

見
込
数
は
一
、五
九
五
名
で
す
。


